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●入力形式

ATではじまり、CRコード（Enterキー）で終わります。

次のコマンドの後には、他のコマンドを続けて書くことはできません。

• ATA • ATZ • ATD
• ATH • ATO

ATコマンド形式

モデムやTAを制御するためのコマンドがATコマンドです。FITELnet-E20は米国Heyes
社が開延女たATコマンドｙ、 の コマンドを芳花女ン制ます。

コマンド入力形式
イAtﾐ 二

●次芳ʢー苧で0（鍒昧）ぷ できます【コマンドの𦀗 庚

ATコマンド C[





ATコマンドを利用する端末とFITELnet-
E20が、付属のシリアルケーブルで接続
されていることを確認してください。

1
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ATコマンドを利用するには、通信ソフト（ターミナルソフト）が必要です。ここでは
Windows 98付属のハイパーターミナルを例にして接続方法を説明します。
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ATコマンド一覧

FITELnet-E20で使用できるATコマンドの一覧です。各コマンドの詳細は、「ATコマンド
詳細」を参照してください。
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ATコマンド詳細

A/ リピート

機能

入力例

直前に実行したコマンドを再実行します。リターンキーの入力は不要です。

A/（ATの入力は不要です）書式

A/
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ATZリラヲト（切断）蟫入力輪蟫ATZATZ入力例

フロー制御を選択します。

AT¥Qn

AT¥Q3

書式

フロー制御をしません。n=0

Xon/Xoffによるソフトウェアフロー制御をします。

RS/CSによるハードウェアフロー制御をします。（初期値）

n=1

n=3

AT¥S 設定値の表示

機能

CONNECTレスポンスの表示

機能

パラメータ

入力例

CONNECTレスポンスの表示形式を設定します。

ATXn

ATX0

書式

通信速度を表示しません。（初期値）n=0

通信速度を表示します。n=1～4

AT&F 工場出荷値復元

機能

パラメータ

入力例

すべてのATコマンド及びSレジスタを工場出荷時の値に戻します。

AT&Fn

AT&F9

書式

現在の設定値を工場出荷時の値に変更します。n=0

すべての設定値を工場出荷時の値に変更します。n=9

AT&D ER信号制御

機能

パラメータ

入力例

ER信号がONからOFFに変わったときの動作を設定します。

AT&Dn

AT&D2

書式

常時ONとみなします。n=0

データモードでOFFになると、オンラインコマンドモードに移ります。n=1

オンラインモードでOFFになると、回線を切断します。（初期値）n=2

ATコマンド詳細
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レジスタ一覧

本装置の設定内容はレジスタに記憶されます。本装置には、Sレジスタ・Gレジスタ・Cレ
ジスタの3種類があります。

○：許可、×：拒否

レジスタ種別 説　明

Sレジスタ

Gレジスタ

標準で規定されているレジスタで、自動発着信などを記憶します。

通信モードのレジスタです。

Cレジスタ 回線交換モードのレジスタです。

レジスタ 説　明

S0

S7

着信に自動応答するまでのRINGレスポンスの回数。

設定値：0～255（初期値：1）

0 自動応答しません。

設定値回髄 RINAコ ぜぜせâ、自動応答しま・C栗

忠 ドのレジシ定段

設せ 値しで媱【
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• 本書は改善のため事前連絡なしに変更することがあります。
• 本書に記載されたデータの使用に起因する第三者の特許権その他の権利の侵害について、
弊社はその責を負いません。

• 無断転載を禁じます。

発行責任:古河電気工業株式会社

Printed in Japan

130-B0314-BS01-A

2001.4
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